
 

学校給食費の改定について 

 

１ 給食の構成 

① 主食 
（米飯・パン・めん） 

＋ ② 牛乳 ＋ 
③ 副食 

（おかず・デザート） 

   ※主食の内訳 週４回程度 米飯、週１回程度 パン又はめん 

 

２ １食当たりの食材費の推移と見込み ※かっこ内は前年度比 

 ⑴ 小学校                             （円） 

 R6 R7 R8（見込み） 

① 主食 60.39 （＋ 4.11） 71.82 （＋11.43） （＋16） 

② 牛乳 66.64 （＋ 5.02） 68.61 （＋ 1.97） （＋3） 

③ 副食 167.97 （＋15.87） 164.57 （－ 3.40） （＋11） 

食材費 295 （＋25） 305 （＋10） 335 （＋30） 

 ⑵ 中学校                             （円） 

 R6 R7 R8（見込み） 

① 主食 65.85 （＋ 3.96） 80.45 （＋14.60） （＋18） 

② 牛乳 66.64 （＋ 5.02） 68.61 （＋ 1.97） （＋3） 

③ 副食 207.51 （＋21.02） 200.94 （－ 6.57） （＋14） 

食材費 340 （＋30） 350 （＋10） 385 （＋35） 

  

＜令和８年度（見込み）の理由＞ 

①主食 

令和７年度から22％程度上昇する見込み 

主食を供給する愛知県学校給食会によると、令和８年度は、米飯は、原材料の高騰

が続いていることから26％程度上昇、パンは６％、麺は４％程度上昇するとの見通し

である。主食の使用回数から平均して、主食全体の上昇率を見込んだ。 

②牛乳 

令和７年度から４％程度上昇する見込み 

令和７年度中に、雪印メグミルクが市乳商品（市販用）を2.7％～7.4％値上げして

おり、ある程度の値上げが見込まれる。 

※ 令和５年度中に、雪印メグミルクが市乳商品（市販用）を4.3％～17.4％値上げした際、

令和６年度の給食用牛乳は8.1％の価格上昇があった。なお、令和６年度中には市乳商品

（市販用）の値上げはなかったが、令和７年度の給食用牛乳は３％の価格上昇があった。 

    



 

 

③副食 

令和７年度から６～７％上昇する見込み 

令和７年１月から11月の消費者物価指数（生鮮食品を除く食料）の前年同月比は、

５～８％増となっており、上昇傾向にある。 

※ 生鮮食品は、気候等の影響で下降する可能性もあり、増減なしの見込みとした。 

  

３ 学校給食費の推移と改定案 

⑴ 小学校                                （円）                             

 
H27 

※改定 

R5 R6 

※改定 

R7 

※改定 
R8.4～ 

※改定案 

食材費 245 270 295 305 335 

学校給食費 245 295 305 335 

保護者負担額 245 国による負担軽減の

不足分の費用負担は

検討中 公費負担額 0 25 50 60 

⑵ 中学校                                （円） 

 
H27 

※改定 

R5 R6 

※改定 

R7 

※改定 
R8.4～ 

※改定案 

食材費 285 310 340 350 385 

学校給食費 285 340 350 385 

保護者負担額 285 

検討中 

公費負担額 0 25 55 65 

 

４ 保護者負担額 

令和８年度の保護者負担額については、国による抜本的な負担軽減及び物価高騰対応

重点支援地方創生臨時交付金の方針を確認して検討する。 

 

５ スケジュール 

１月８日  学校給食運営委員会 

１月29日 市議会福祉教育委員会 

３月    令和８年度予算成立 

保護者あて通知 

資料１ 


